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背景：日本におけるプリオン病の疫学像、特に罹患や死亡は明らかにされていない。 

 

方法：1999年より研究班はプリオン病のサーベイランスを実施しており、プリオン病罹患

例の観察にサーベイランスのデータを用いた。死亡例の観察には人口動態統計を用いた。 

 

結果：日本ではプリオン病の罹患率、死亡率共に 2000年代の観察期間中に上昇した。しか

し、この増加は高齢者群のみで観察された。 

 

結論：高齢者群での患者数の増加はこの疾患の認識が改善したことによるものかもしれな

い。そうであれば、この増加傾向は近い将来、横ばい傾向に移行する可能性がある。 
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